
令
和
７
年
度

の
岩
手
県
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会（
以
下
、県

高
Ｐ
連
）定
期
総

会
お
よ
び
研
究

協
議
会
は
、サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
に
て
６
月

４
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。県
内
63
校

か
ら
、会
長
や
校
長
、事
務
局
長
な
ど
を

含
む
2
2
2
名
が
出
席
し
ま
し
た
。来

賓
に
は
、岩
手
県
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
文
化
財
課
の
藤
井
茂
樹
総
括
課
長
や
、

岩
手
県
高
等
学
校
長
協
会
の
中
村
智
和

会
長
、一
般
社
団
法
人
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
の
山
下
泰
幸
会
長
、岩
手
県
高
等

学
校
教
職
員
組
合
藤
澤
大
副
執
行
委
員

長
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
1
0
2
名
が
個
人
表
彰
さ

れ
た
ほ
か
、広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
黒

沢
尻
北
高
校
が

最
優
秀
賞
を
受

賞
。盛
岡
第
二
高

校
お
よ
び
盛
岡

北
高
校
が
優
秀
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賞
に
輝
き
、優
良
賞
に
は
遠
野
高
校
を

は
じ
め
と
す
る
５
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、大
船
渡
東
高
校

の
大
坂
氏
は「
大
会
や
研
修
な
ど
に
参

加
し
、さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
で
き
ま
し

た
。役
員
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
良
か
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」と
、挨
拶
を
述

べ
ま
し
た
。

議
事
の
中
で
は
、事
務
局
よ
り
会
務

報
告
や
収
支
決
算
な
ど
の
ほ
か
、昨
年

秋
に
開
催
し
た「
保
護
者
つ
な
が
る
交

流
会
」が
好
評
だ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
で
は
、参
加

者
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
情
報
交
換
す
る

様
子
が
見
受
け
ら
れ
、今
年
度
も
同
じ

ス
タ
イ
ル
で
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、今
年
度
の
県
高
Ｐ
連
会
長
に

は
、盛
岡
第
一
高
校
の
木
村
元
思
氏
が
就

任
し
ま
し
た
。「
学
生
時
代
に
お
世
話
に

な
っ
た
恩
師
や
先
輩
方
に
、Ｐ
Ｔ
Ａ
を
通

し
て
再
会
で
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
出
会

い
が
あ
る
の
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ら
で
は
だ
と

思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
お
力
を

借
り
て
、任
期
を
務
め
て
参
り
ま
す
」と

語
り
、前
会
長
の
川
上
博
基
氏

へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

川
上
前
会
長
も「
任
期
中
に
印

象
的
だ
っ
た
の
は
母
親
委
員

会
と
健
全
育
成
委
員
会
の
統

合
で
、議
論
を
重
ね
ら
れ
て
良

か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。皆
さ

ん
に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
」と
、挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

な
お
、事
務
局
か
ら
入
学
式
後
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
入
会
式
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
説
明
会
へ
名
称

変
更
し
て
実
施
し
た
学
校
が
多
か
っ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。今
後
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
未
加
入
問
題
等
に
つ
い
て
、会
長
研

修
会
・
事
務
局
長
研
修
会
な
ど
で
情
報

発
信
し
て
い
く
他
、対
応
に
苦
慮
し
た
際

は
事
務
局
へ
相
談
い
た
だ
く
よ
う
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

総
会
後
の
研
究
協
議
で
は
、「
高
校
生

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
」と
題
し
、

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
遠
藤
仁
所

長
が
登
壇
。自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
高

校
生
の
動
機
や
現
状
、報
道
や
教
育
の

現
場
に
お
い
て
留
意
す
る
こ
と
な
ど
を

解
説
し
ま
し
た
。心
の
問
題
は
誰
も
が

抱
え
る
可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、周
囲
の

人
か
ら
気
づ
か
れ
に
く
い
と
い
う
難
し

さ
が
あ
り
ま
す
。相
手
の
話
に
耳
を
傾
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〈
講
演
〉

 

演
題
　
自
然
に
学
び
、伝
え
る

―『
森
か
ら
み
れ
ば
』と
教
育 

　

齋
藤
氏
は
一
戸
町
出
身
で
、盛
岡
第
一

高
校
を
卒
業
後
に
京
都
大
学
農
学
部
へ

進
学
。森
林
・
人
間
関
係
学
な
ど
を
専

門
と
し
、富
士
癒
し
の
森
研
究
所
所
長

を
経
て
2
0
2
3
年
よ
り
現
職
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。2
0
2
4
年
3
月
ま
で
、

朝
日
新
聞
に
コ
ラ
ム「
齋
藤
暖
生
の
森

か
ら
み
れ
ば
」を
連
載
。今
回
は
同
コ
ラ

ム
を
も
と
に
、森
か
ら
得
る
学
び
や
現

代
社
会
が
忘
れ
か
け
て
い
る
森
と
人
と

の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

齋
藤
氏
は
、大
量
生
産
や
大
量
消
費

が
自
然
の
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
な
い
こ
と

や
、「
コ
ス
パ
」で
時
間
を
大
切
に
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
て
、実
は
そ
こ
に
至
る

ま
で
の
道
の
り
を
軽
視
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
と
解
説
。こ
れ
か
ら
の
世
代

に
必
要
な
の
は
、自
分
の
欲
望
を
満
た

す
た
め
に
自
然
の
理
を
歪
め
る
の
で
は

な
く
、自
然
が
長
い
時
間
を
か
け
て
構

築
し
て
き
た
仕
組
み
や
、そ
れ
に
適
応

し
て
き
た
人
々
の
中
に
学
び
を
得
る
こ

と
が
大
切
だ
と
語
り
ま
し
た
。

講
師齋

藤
　
暖
生 

氏

（�

東
京
大
学
樹
芸
研
究
所
・

所
長
）

▲個人表彰受賞者の皆様

▲木村新会長挨拶▲岩手県教育委員会
　生涯学習文化財課
　藤井茂樹総括課長

▲前会長へ感謝状贈呈

け
る「
傾
聴
」や
、岩
手
県
が
行
う
再
発

防
止「
岩
手
モ
デ
ル（
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ

モ
デ
ル
）」な
ど
が
紹
介
さ
れ
、参
加
者
は

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

閉
会
後
は
教
育
懇
談
会
が
行
わ
れ
、

出
席
者
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
互

い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

令
和
７
年
度 

県
高
Ｐ
連

定
期
総
会・研
究
協
議
会
開
催



こ
の
た
び
２
年
間
の
任
期
を
終
え
、
岩
手
県
高
Ｐ
連

の
会
長
を
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
に
は
、
次
年
度
に
健
全
育
成
委
員
会
へ

の
統
合
が
決
ま
っ
て
い
た
母
親
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
何

と
か
従
前
ど
お
り
の
活
動
を
持
続
し
よ
う
と
苦
心
さ
れ

て
お
り
、
私
も
委
員
会
の
飲
み
会
に
飛
び
入
り
参
加
し
、

皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
母
親
会
員
交
流
会
」
は
令
和
６
年
度
に
「
保
護
者
つ

な
が
る
交
流
会
」
へ
と
名
前
を
変
え
ま
し
た
が
、
従
前

ど
お
り
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
に
は
、
東
北
の
進
路
対
策
委
員
長
と
し

て
、
各
県
の
委
員
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
県
Ｐ
委
員
長
小
山
静
さ
ん
に
は
、
通

常
以
上
に
ご
負
担
を
お
掛
け
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

仙
台
で
さ
え
も
若
者
の
流
出
を
止
め
ら
れ
な
い
現
実
に

戸
惑
い
ま
し
た
が
、
岩
手
県
商
工
労
働
観
光
部
に
よ

る
「
い
わ
て
で
働
こ
う
推
進
協
議
会
」
の
取
り
組
み
や
、

富
士
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
地
域
志
向
教

育
」
の
取
り
組
み
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
２
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
前
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
取
り

戻
す
期
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
各
学
校
で
は
縮
小
前

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
知
る
先
生
や
役
員
が
残
っ
て
い
な
い

場
合
も
多
く
、
連
合
会
の
横
の
つ
な
が
り
（
特
に
教
育

懇
談
会
）
は
、
他
校
の
活
動
に
関
す
る
情
報
交
換
を
行

う
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

手
探
り
の
２
年
間
で
し
た
が
、
事
務
局
長
佐
藤
尚
先

生
と
事
務
局
木
村
智
子
さ
ん
、
副
会
長
、
理
事
の
皆
様

に
支
え
ら
れ
、
何
と
か
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岩手県高P連前会長

川上　博基

会長退任の
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黒
沢
尻
北

副
会
長

伊
藤
隆
一

北
上
翔
南

会　

長

昆
慶
太
郎

北
上
翔
南

副
会
長

小
原
峰
子

北
上
翔
南

副
会
長

亀
田
明
美

北
上
翔
南

副
会
長

菊
池
公
子

黒
沢
尻
工
業

会　

長

小
原
加
奈
枝

西 

和 

賀

会　

長

髙
橋　

渉

西 

和 

賀

副
会
長

伊
藤
智
美

遠    

野

会　

長

谷
地
信
弥

遠
野
緑
峰

会　

長

阿
部
一
也

遠
野
緑
峰

副
会
長

照
井
久
美
子

水    

沢

会　

長

浅
間
光
将

杜
陵･
奥
州
校

会　

長

菊
池
伸
介

水
沢
工
業

会　

長

佐
々
木
祐
二

水
沢
商
業

会　

長

古
山
恒
樹

前    

沢

会　

長

佐
々
木
誠
子

前    

沢

役　

員

菅
原
ゆ
か
り

岩 

谷 

堂

会　

長

小
山　

静

一
関
第
一

会　

長

小
山
奈
都
子

一
関
第
一

副
会
長

阿
部　

都

一
関
第
一

役　

員

河
内
奈
美

一
関
第
二

会　

長

中
村
岳
史

一
関
第
二

副
会
長

石
川　

洋

一
関
工
業

会　

長

畠
山
武
将

一
関
工
業

副
会
長

髙
橋
義
行

花    

泉

会　

長

佐
藤　

賢

花    

泉

役　

員

及
川
義
昭

大    

東

会　

長

千
葉
邦
弘

大    

東

役　

員

佐
藤
知
鶴
江

大    

東

役　

員

松
田
伸
一

大    

東

役　

員

矢
幅
潤
一

千    

厩

副
会
長

小
野
寺
和
博

高    

田

会　

長

中
野
貴
徳

高    

田

副
会
長

長
谷
川
順
一

大 

船 

渡

会　

長

蕨
野
充
徳

大 

船 

渡

副
会
長

谷
口
彩
子

大 

船 

渡

副
会
長

小
松
真
一

大
船
渡
東

会　

長

大
坂
英
人

大
船
渡
東

副
会
長

菊
池
美
恵

住    

田

会　

長

泉
田
広
明

住    

田

役　

員
佐
々
木
美
奈
子

釜    

石

副
会
長

片
倉　

武

釜    

石

副
会
長

佐
々
木
絢
也

令
和
７
年
度
岩
手
県
高
Ｐ
連

定
期
総
会 

個
人
表
彰
受
賞

令
和
７
年
度
岩
手
県
高
Ｐ
連

定
期
総
会 

感
謝
状
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盛
岡
第
一

副
会
長

大
梶
薫
子

盛
岡
第
二

会　

長

藤
澤
秀
行

盛
岡
第
二

副
会
長

松
本
怜
子

盛
岡
第
二
事
務
局
長

菅
原　

研

盛
岡
第
三

会　

長

岡
田
富
士
子

盛
岡
第
三

役　

員

伊
藤
智
子

盛
岡
第
四

会　

長

髙
橋
但
馬

盛
岡
第
四

副
会
長

齋
藤
悠
子

盛 

岡 

北

会　

長

石
戸　

満

盛 

岡 

北

副
会
長

伊
藤
志
生

盛 

岡 

南

副
会
長

府
金
菜
穂
子

盛 

岡 

南

副
会
長
佐
々
木
久
美
子

不 

来 

方

会　

長

川
又
留
美
子

不 

来 

方

副
会
長

渋
川
洋
恵

不 

来 

方

副
会
長

大
槌
英
子

杜　
　

陵

会　

長

佐
藤
清
一

盛
岡
農
業

会　

長

荒　

和
洋

盛
岡
工
業

役　

員

中
村
美
香

盛
岡
工
業

副
会
長

伊
藤
利
慧

盛
岡
工
業

役　

員

小
山
田
美
香

盛
岡
商
業

会　

長

中
野
純
子

平    

舘

会　

長

高
橋
順
子

平    

舘

副
会
長

藤
田
裕
則

雫    

石

会　

長

山
口
妃
路
美

紫
波
総
合

会　

長

鈴
木
由
美
子

紫
波
総
合

副
会
長

吉
田
知
恵

盛
岡
市
立

会　

長

西
山
広
美

盛
岡
市
立

副
会
長

楠
岡
希
望

盛
岡
市
立

副
会
長

山
本
友
恵

花 

巻 

北

会　

長

奥
山
俊
至

花
巻
農
業

会　

長

高
橋
康
喜

花
北
青
雲

会　

長

宮
野
隆
一

大    

迫

会　

長

齊
田
昌
幸

黒
沢
尻
北

副
会
長

伊
藤
文
洋

岩
手
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会　

長

川
上
博
基

会

長

木

村

元

思
（
盛
岡
第
一
）

副
会
長

影

山

佳

奈
（
盛
岡
第
三
）

〃

武

田　
　

健
（
黒
沢
尻
工
業
）

〃

湯

山

栄

大
（
一
関
第
二
）

〃

笹

花

弘

行
（
山　
　

田
）

〃

小
野
寺
幸
司
（
福　
　

岡
）

理

事

菅

村　
　

覚
（
盛
岡
農
業
）

〃

遠

藤

麻

子
（
盛
岡
第
二
）

〃

鈴
木
由
美
子
（
紫
波
総
合
）

〃

髙

山　
　

薫
（
平　
　

舘
）

〃

平

賀

弘

典
（
花
北
青
雲
）

〃

髙

橋

真

悟
（
西 

和 

賀
）

〃

髙

橋

辰

幸
（
水
沢
農
業
）

〃

千

葉

康

広
（
一
関
工
業
）

〃

及
川
由
里
子
（
高　
　

田
）

〃

千

葉　
　

悟
（
釜　
　

石
）

〃

立

桶

善

孝
（
軽　
　

米
）

〃

太

内

田

賢
（
大　
　

野
）

監

事

吉

田　
　

孟
（
雫　
　

石
）

〃

成

田

敦

子
（
久
慈
翔
北
）

顧

問

川

上

博

基
（
前 

会 

長
）

〃

大

柏　
　

良
（
元 

会 

長
）

〃

中

村

智

和
（
校
長
協
会
長
）

令
和
７
年
度 

役
員

釜
石
商
工

会　

長

佐
々
木
真
吾

大    

槌

会　

長

黒
川
由
美
子

宮    

古

副
会
長

山
崎
高
広

宮    

古

役　

員

中
村
尚
道

宮    

古

役　

員

大
洞
麗
子

宮    

古

役　

員

重
茂
愁
子

宮    

古

役　

員

藤
田
洋
子

宮    

古

役　

員

岩
城
摩
紀

宮 

古 

北

会　

長

鈴
木　

恵

宮
古
商
工

副
会
長

今
井　

仁

宮
古
商
工

役　

員

沼
崎
は
る
か

宮
古
商
工
事
務
局
長

北
村
英
明

久    

慈

役　

員

小
松
加
奈
子

久 

慈 

東

副
会
長

伊
藤
知
子

久
慈
工
業

会　

長

中
田
和
志

種    

市

会　

長

澤
山
喜
一

伊 

保 

内

会　

長

和
田
伸
一

伊 

保 

内

副
会
長

山
本
裕
子

北　
　

桜

会　

長

佐
藤
佳
子

福
岡
工
業

会　

長

髙
村
人
司

北　
　

桜

副
会
長

川
畑
正
和

沼 
宮 

内

会　

長

小
澤
啓
一

葛    

巻

会　

長

田
澤
真
澄

葛    
巻

副
会
長

久
保　

淳

盛
岡
峰
南

会　

長

石
村　

宏
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令
和
７
年
４
月
、
盛
岡
南
高
等
学
校
と
不

来
方
高
等
学
校
が
統
合
し
、
南
昌
み
ら
い

高
等
学
校
が
開
校
い
た
し
ま
し
た
。
今
年

度
、
１
年
生
８
ク
ラ
ス
、
２
、３
年
生
11
ク

ラ
ス
ず
つ
、
併
せ
て
30
ク
ラ
ス
、
全
校
生
徒

1
1
6
3
人
の
最
大
規
模
の
県
立
学
校
と

な
り
、
新
た
な
船
出
と
な
り
ま
し
た
。
統
合

に
際
し
ま
し
て
は
、
関
係
す
る
皆
様
よ
り
多

く
の
ご
意
見
や
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
を
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

新
た
な
校
訓
は

「
友
愛
」「
共
創
」「
日

新
」
と
し
、
盛
岡
南

高
等
学
校
、
不
来
方

高
等
学
校
の
両
校
の

校
訓
を
引
き
継
ぎ
つ

つ
、
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
向
上
を
め
ざ

し
て
学
校
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
を
込
め
て
お

り
ま
す
。

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
統
合
校
と
し
て

の
学
校
生
活
の
中
で
、
生
徒
た
ち
は
日
々
新

し
い
経
験
を
重
ね
、
仲
間
と
と
も
に
未
来
を

切
り
拓
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
に
私

た
ち
保
護
者
も
感
化
さ
れ
な
が
ら
P
T
A

活
動
に
参
画
し
支
え
あ
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
活
動
内
容

に
つ
い
て
は
時
代
に
合
っ
た
持
続
可
能
な

形
式
を
模
索
し
、
負
担
の
少
な
い
効
率
的

な
運
営
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

今
後
と
も
本
校
P
T
A
会
員
を
は
じ
め

と
す
る
皆
様
の
お
力
添
え
と
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

南
昌
み
ら
い
高
等
学
校
が
希
望
に
あ
ふ
れ
た

学
び
舎
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
発
展
し
て
い

く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し
て
。
岩
手
県
高
等
学
校

P
T
A
連
合
会
の
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
木
村
元
思
（
き
む
ら
も
と
し
）
と
申
し
ま
す
。
は

じ
め
に
、
最
近
の
出
来
事
を
ふ
ま
え
な
が
ら
自
己
紹
介

を
し
ま
す
。

私
は
昭
和
54
年
に
盛
岡
市
に
生
ま
れ
、
今
年
で
46
歳

に
な
り
ま
す
。
家
族
は
妻
、
長
女
、
長
男
、
次
女
、
猫

3
匹
で
、
私
以
外
の
4
人
3
匹
は
全
て
家
庭
内
与
党
員

で
す
。
年
々
孤
立
無
援
化
し
て
い
く
一
人
野
党
党
首
で

あ
る
私
は
、
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
昨
春
、
私

を
支
え
る
野
党
員
を
増
や
そ
う
と
画
策
し
テ
ラ
ス
で
メ

ダ
カ
の
繁
殖
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
5
月
以
降

の
繁
殖
期
を
境
に
3
か
月
で
数
百
匹
の
針
子
が
ふ
化
す

る
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
到
来
。
一
瞬
に
し
て
与
野
党
の
数

的
逆
転
を
実
現
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
成
長
し
た
メ
ダ

カ
を
近
所
の
無
党
派
層
の
ご
家
庭
に
配
り
歩
き
、
周
辺

地
域
と
の
包
括
的
な
互
恵
関
係
を
築
こ
う
と
「
メ
ダ
カ

外
交
」
に
勤
し
み
ま
し
た
。
つ
い
に
は
、
そ
ん
な
父
の

姿
を
間
近
で
見
て
い
た
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
（
当
時
６

歳
の
次
女
）
か
ら
羨
望
の
眼
差
し
を
受
け
、
い
よ
い
よ

結
婚
生
活
18
年
目
に
し
て
初
め
て
家
庭
内
政
権
奪
還
へ

の
兆
し
が
見
え
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
浮
つ
い
て
い
た
私
を
あ
ざ
笑
う
か
の
よ

う
な
出
来
事
が
起
こ
り
ま
す
。
盛
岡
市
の
シ
ン
ボ
ル
鳥

「
セ
キ
レ
イ
」
の
領
空
侵
犯
を
ゆ
る
し
、
手
塩
に
か
け

て
育
て
た
メ
ダ
カ
が
食
害
に
合
い
全
滅
。
一
瞬
に
し
て

一
人
野
党
へ
と
逆
戻
り
。
そ
の
日
以
降
、
与
党
党
首
の

妻
か
ら
は
メ
ダ
カ
養
殖
の
安
全
管
理
体
制
に
関
し
て
厳

し
い
追
及
を
受
け
る
も
、
未
だ
明
確
な
対
策
を
打
ち
出

せ
ぬ
ま
ま
今
日
に
至
り
ま
す
…
。

こ
の
よ
う
に
家
庭
内
で
非
常
に
頼
り
な
い
私
は
、
輝

か
し
い
実
績
を
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
川
上
会
長
の
後

任
と
い
う
こ
と
で
正
直
荷
が
重
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

P
T
A
活
動
の
経
験
も
浅
い
こ
と
か
ら
、
多
く
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

他
の
P
T
A
役
員
の
方
や
、
先
生
方
、
保
護
者
の
み

な
さ
ま
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
職
責
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岩手県高P連会長

木村　元思

岩手県立南昌みらい
高等学校　PTA会長 

女鹿　隆徳

ご 挨 拶

請求なければ支払いなし

ＰＴＡ単位で加入する制度で発足後 24 年目とな
りました。
令和７年５月１日現在
〈加入状況〉

岩手県　　　64 校 	 21,088人
〈事故の際は〉
全国高Ｐ連賠償責任補償制度事故受付電話

0120-720-110 （24 時間 365日受付）

〈加入状況〉 令和７年５月１2日現在	 2,151人
　Ａプラン （病気補償あり）　60校	 1,096人
　Ｂプラン （病気補償なし）　55校	 491人

　Ｃプラン （自転車重点型）  52校	 564人
〈お問い合わせ〉ＡＩＧ損害保険株式会社盛岡支店

　　　　　　  ＴＥＬ ０１９-６５１-０５８４　

[会館施設概要］
●所在地
〒171-0043
東京都豊島区要町
2-5-5
ＪＲ池袋駅まで徒歩１５分､東

京メトロ要町駅 徒歩5分
●資格
岩手県出身者で大学院､大学､短期大学､
専門学校等に通学する人
●寮費（令和７年4月1日より改定）	
　�月額90,500円(朝夕2食・自治会費含む)
　入寮時諸経費 入 寮 金60,000円
　 寮維持資金60,000円
●室内	 洋室13.5㎡（全室個室）
●設備	 �机、本棚､ベッド､クローゼット､洗面化粧台､

冷暖房器等
[申し込み･問い合わせ］
公益財団法人 岩手県学生援護会(岩手県学生会館内）
TEL:03-3972-4783
※募集要項､申込書類はホｰムペｰジから
　http://www.gakuseikaikan-iwate.or.jp/

岩手県学生会館入寮生募集
～初めての東京生活を支える安心の寮生活～

（一社）全国高Ｐ連賠償責任補償制度

岩手県高Ｐ連高校生総合保障制度

新
し
い「
み
ら
い
」を
目
指
し
て
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会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
年
度
、
一
回
目
の
会
報
を
お
届

け
し
ま
し
た
。
調
査
広
報
委
員
会
で
は
皆
様
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
役
立
つ
よ
う
な
誌
面
作
り
に
努

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
各
学
校
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
年

度
も
四
月
か
ら
新
体
制
の
も
と
で
の
活
動
が
始

ま
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し

て
も
子
供
が
安
心
し
て
有
意
義
な
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
護
者
、
教
職
員
、

地
域
の
皆
様
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
活
動

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
つ
の
時
代
で
あ
っ
て
も
様
々
な
問
題
が
あ

り
、
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
時
代
の
変
化
に
よ
る
問
題

は
あ
り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
い
て
変
わ

ら
な
い
も
の
、
そ
れ
は
子
供
た
ち
の
た
め
に
と

い
う
こ
と
。
子
供
た
ち
が
希
望
を
持
ち
、
力
強

く
未
来
へ
向
か
っ
て
い
け
る
よ
う
、
笑
顔
で
い
ら

れ
る
環
境
作
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
子
供
た
ち
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る

た
め
に
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
。
次
の
世

代
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
皆
様
の
協
力
を
頂
き

な
が
ら
活
動
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
ご
寄
稿
い
た
だ
い

た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

岩
手
県
立
軽
米
高
等
学
校
P
T
A
会
長

立
桶　

善
孝

〈
編
集
委
員
〉
令
和
７
年
度
調
査
広
報
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委　
　

員

◇
事
務
局

小
野
寺
幸
司
（
福

岡

高

校
）

立
桶　

善
孝
（
軽

米

高

校
）

新
坂　

正
章
（
南
昌
み
ら
い
高
校
）

平
賀　

弘
典
（
花
北
青
雲
高
校
）

及
川
由
里
子
（
高

田

高

校
）

駒
木　

広
枝
（
福

岡

高

校
）

佐
藤　
　

尚
（
県

高

Ｐ

連
）

木
村　

智
子
（
県

高

Ｐ

連
）

編
集
後
記

おらほのPTA

岩手県立金ケ崎高等学校
前PTA会長

佐藤　和重

金ケ崎高等学校
の魅力

金
ケ
崎
高
等
学
校
の
魅
力
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
「
生
徒
・
先
生
・
保
護
者
」
が
と
て
も

近
い
関
係
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
規
模
の
学

校
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
存
分
に
生
か
し
、
先

生
方
は
全
て
の
生
徒
に
対
し
、
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、

一
緒
に
な
っ
て
悩
み
、
一
緒
に
な
っ
て
泣
い
て
、
一

緒
に
な
っ
て
自
分
の
事
の
よ
う
に
喜
ん
で
く
れ
る
、

そ
ん
な
光
景
が
当
た
り
前
の
よ
う
な
学
校
で
す
。
こ

の
環
境
の
中
で
育
つ
、
子
供
達
や
保
護
者
は
本
当
に

幸
せ
で
し
た
。

P
T
A
活
動
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
皆
様
に
ご

協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
夏
に
開
催
さ
れ
た
青
陵
祭
で

は
、
各
ク
ラ
ス
の
企
画
や
、
総
合
探
究
の
発
表
、
ま

た
合
唱
や
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
な
ど
、
生
徒
達
の

日
頃
の
成
果
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

保
護
者
の
皆
様
が
中
心
と
な
り
開
催
し
た「
か
き
氷
」

に
つ
い
て
は
、
生
徒
や
先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く

の
来
校
者
の
方
か
ら
ご
好
評
を
頂
き
、
青
陵
祭
を
盛

り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
他
に
も
、
P
T
A
健
全

育
成
委
員
会
の
皆
様
が
中
心
と
な
り
、
朝
早
く
か
ら
、

生
徒
の
皆
さ
ん
と
先
生
方
で
、
昇
降
口
に
立
っ
て
積

極
的
に
挨
拶
運
動
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
自
分
の

子
供
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
、
こ
の
金
ケ
崎
高
校

に
、
保
護
者
と
し
て
出
来
る
こ
と
は
何
か
を
常
に
考

え
て
頂
き
、
そ
し
て
実
行
を
し
て
頂
く
こ
と
に
、
改

め
て
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
風
土

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
こ
の
金
ケ
崎
高
校

の
発
展
に
寄
与
出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▲文化祭 模擬店「母のガチ氷」

▲クラスマッチ　母親委員から氷菓の差し入れ

岩手県立宮古高等学校
PTA会長

及川　　元

無理のない
持続可能な
PTA活動

大
正
12
年
、
宮
古
実
科
高
等
女
学
校
と
し
て
発

足
、
令
和
５
年
に
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
宮
古
高
校

は
、
現
在
１
０
２
年
目
の
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
私

は
１
０
０
周
年
の
年
、
令
和
５
年
度
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
コ
ロ
ナ

禍
で
あ
る
約
４
年
間
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
担
っ
た
前
会
長

（
同
級
生
た
ち
）
は
、
大
変
な
思
い
を
し
な
が
ら

活
動
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。
文
化

祭
で
あ
る
「
宮
高
祭
」
の
催
し
の
一
つ
に
「
白
銀
の
星
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
校
章
が
エ
マ
ー
ソ
ン
の
こ

と
ば
「
汝
が
希
望
を
星
に
か
け
よ
」
に
由
来
し
、
白

銀
の
星
は
希
望
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら

れ
、
厳
し
い
制
約
の
中
、
高
校
生
活
を
送
る
生
徒
た

ち
に
、
保
護
者
か
ら
「
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
伝
え

る
と
い
う
も
の
で
す
。
人
生
の
中
で
の
貴
重
な
高
校

生
と
し
て
の
時
間
で
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
暗
く
落
ち
込

み
そ
う
に
な
る
状
況
に
、
保
護
者
か
つ
人
生
の
先
輩

と
し
て
「
希
望
を
見
出
し
て
ほ
し
い
」「
何
か
し
て
あ

げ
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
、
公
開
さ
れ
な
い
文
化

祭
の
場
で
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
現

在
も
「
白
銀
の
星
」
活
動
は
継
続
し
て
い
て
、
加
え
て

「
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
掲
げ
ら
れ
る
教
室
で
母
親

委
員
会
を
中
心
に
バ
ザ
ー
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
古
高
校
は
進
学
校
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
我
々

保
護
者
が
関
わ
る
行
事
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
文
化

祭
の
他
、
夏
と
秋
に
「
登
校
時
一
声
運
動
」
と
い
う

取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
催
し
全
て
、
気

軽
に
無
理
な
く
参
加
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
数
の
減
少
に
比
例
し
会
員
数
も
減
少
し
て
い
る

現
在
、
無
理
な
く
関
わ
れ
る
こ
と
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
運
営

を
持
続
的
に
し
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲登校時一声運動

▲文化祭縁日

▲体育祭ジュース提供

04


